
食料生産域の物流環境を守るには…

～物流業界のみならず行政・各業界団体、そして道民が

『オール北海道』として連携した協調と共創が重要～
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創業 ：１９５０年９月１日（本年度第７４期）
社是 ：『皆和協調』
企業理念：『地域に根ざしー未来へ』

～オホーツクと全国を繋ぐ
総合物流企業として～

資本金 ：４,９０１.５万円
代表者 ：代表取締役社長 舛川 誠

（北見商工会議所会頭）
（北海道商工会議所連合会副会頭）

従業員 ：３２２名（令和５年４月現在）
本社 ：北見市豊地９３番地１
支店等 ：オホーツク支店・札幌支店・コンテナセンター他

【企業概要】
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荷役事業（物流アウトソーシング）

倉庫保管事業

通運事業（貨物鉄道輸送）

一般貨物自動車運送事業（トラック輸送）

輸出事業

船舶利用運送事業（海上輸送）

【事業概要】
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事業領域例【玉葱の物流】 様々な物流空間域に課題が…

物
流
課
題 ①いま地域が必要な物流

力確保に向けた持続可
能な物流体系構築検討

②全道民の関心事・議論
にするための広報活動
※通運業界組織と農業・経済
団体等と連携し活動中

対応

【課題と対策】
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①生産地から消費地(者)へ繋ぐ物流体系維持と構築
・歴史的経過によるニーズ変化が今の物流体系を築き上げたことからも、貨物鉄
道を含めた全ての輸送手段は必要であり,全ての輸送モードの持続性に向けて、
物流・経済団体等と連携して維持・構築することが食料基地北海道として重要

②物流効率化に向けたパレット化推進
・青果物流通標準化検討会で議論中のパレット化など、行政・産地・消費地（市
場やユーザー）の皆様と協調した議論のもと、物流効率化への対策推進も重要

③ファーストマイル物流の議論 (特に北海道は…)
・道内の陸上輸送環境(長距離・気象要件)を鑑みると、産地から物流結節点(貨

物駅や港湾など)まで輸送される、トラック輸送の安定輸送力確保に向けた、
ファーストマイル物流に対する議論も重要

【農業界皆様へ要望】




